
つながる社内、伝わる社会。
データが育てるインナーブランディング

RPAと⽣成AIを活⽤したデジタルサイネージで、売上・現場状況・業界
動向をリアルタイムに可視化。
情報の透明性を⾼め、社員エンゲージメント向上につなげている。

取組の背景は︖
私たちはアルミ部品の表⾯処理を専⾨としており、完成品をつくるのではなく、お客様から預かった製品
にアルマイトという付加価値を施して返す仕事をしている。この業態の特性上、⾃分たちの仕事が社会の
どこで役⽴っているのか、最終製品にどう貢献しているのかが⾒えにくい構造になりやすい。実際、加⼯
した製品の多くは半導体製造装置の内部で使われ、⽬に触れる機会はほとんどない。
その結果、社内では社会とのつながりや、⾃分たちの頑張りが売上や拠点ごとの動きにどう反映されてい
るのかが分かりにくいという声が上がってきた。こうした背景を受け、私たちは社内外に点在するデータ
を可視化し、デジタルサイネージを通じてリアルタイムに近い形で情報を共有する取り組みをスタートさ
せた。

具体的な取組内容は︖

TOHOKU DX⼤賞2025 ビジネスイノベーション部⾨ 特別賞

会社概要
1966年創業。2021年に宮城⼯場を新設し本社と
宮城⼯場の⼆拠点体制で事業を展開。アルミ部品
の表⾯処理であるアルマイト処理を主軸に⾼い品
質と安定性を強みとして半導体産業を⽀えている。

株式会社イズミテクノ（宮城県⿊川郡）
製造業 資本⾦3,500万円 従業員数180名

画像
（特にご希望がなければ、ここに掲載いただいた画像をサムネイルにいたします）

サイネージでは、⽣産データや売上、不具合情報
といった業務指標に加え、半導体業界のニュース
や主要顧客に関する情報、電⼒使⽤量や残業時間
などの働く環境データを可視化し、社内で共有し
ている。

情報を「⾒に⾏くもの」にすると、忙しさや意識
の差によって情報格差が⽣まれてしまうため、通
りがかりでも⾃然に⽬に⼊り、能動的に取りに⾏
かなくても情報が届く仕組みとしてデジタルサイ
ネージを選定した。

またサイネージのコンテンツは業務情報だけに限
定せず、あえて少し砕けたライトな内容も取り⼊
れた。「ちょっと⾒てみよう」「何だろう」と思
えるきっかけをつくることで、ただ情報を流すの
ではなく、“⾒たくなる・気になる”感情を⽣み出
し、社員が⾃然と社内外の情報に触れられる環境
を整えている。



⼯夫したポイントは︖
取り組み⾃体は好評だった⼀⽅で、運⽤を続ける中でコンテンツ作成や情報収集に想像以上の⼯数がかか
るという課題に直⾯した。更新頻度が⾼まるほど作業は積み重なり、仕組みそのものが⽌まりかねない状
況だった。
そこで⽣成AIとRPAを組み合わせ、情報収集からコンテンツ⽣成、更新、配信までを⾃動化。運⽤負荷を
⼤幅に削減しつつ、情報の質も担保できる仕組みを構築した。その結果、⽉約30時間かかっていた作業は
最終確認のみとなり、約20本の定型コンテンツが⽉100件規模で安定的に⾃動更新されている。⼈の負荷
に左右されず、情報が⽌まらずに流れ続ける運⽤を実現した。

効果は︖

情報格差の解消。これまで⼀部の⼈しか把握できていなかった情報が、誰に
とっても同じタイミングで⾃然に⽬に⼊るようになり、「会社の動きが⾒え
る」「今何が起きているのか分かりやすい」といった声が社内から多く上がっ
ている。

社員エンゲージメントの向上。売上や⽣産状況、半導体業界とのつながり、お
客様の声が可視化されたことで、⾃分たちの仕事が社会のどこにつながってい
るのかを実感できるようになり、仕事への納得感や誇りにつながっている。

ブランディング効果。サイネージを情報発信メディアとして育てたことで、⼯
場⾒学者や求職者からも「会社の雰囲気が伝わりやすい」「現場のレベル感が
分かる」といった評価を得ており、外部に対しても好印象を⽣む取り組みと
なっている。


